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１. 2021年度東三河防災カレッジの概要
南海トラフ巨大地震等の大規模な地震の発生にともなう東三河地域の人的被害と経済的被害を最小限に抑えるため、2014年に安全安心地域

共創リサーチセンター（CARM）が発足した。また、企業の防災実務者等を対象として、平常時から防災対策に主体的に取り組み、発災時に
も状況に応じた適切な判断と行動がとれる人材を養成する防災教育プログラム「東三河防災カレッジ」を実施している。
「東三河防災カレッジ」は1日1講義から手軽に受講できる「短期履修コース」と、1年3ヶ月かけて地域や職場に内在する防災課題に取り組

む「長期履修コース」を開催している。プログラムの開始から7年目となる今回は、履修生募集パンフレット製作や特設WEBサイトによるオン
ラインセミナーの広報活動を進め、今年度は計5回のオンラインセミナーを実施し、延べ170人が短期履修コースを受講した。また、長期履修
コースは新たに1人が受講を開始した。なお、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の世界的流行を鑑み、2020年度と同様にオンラインに
よる遠隔形式の講義を主体としたプログラムで実施した。

特設WEBサイトのトップページ
各セミナーの見出し画像と概要を掲載

（https://carm070.wixsite.com/bosaicollege-tut）

実施日 実施内容

8月19日
第１回スタッフミーティング（オンライン）
・2021年度東三河防災カレッジの開催時期を決定
・新型コロナの流行を鑑み、オンラインでの開催を決定
・オンラインセミナーや大学院講義の実施内容や回数について議論

9月9日
第２回スタッフミーティング（オンライン）
・募集パンフレットや募集要覧・要項の掲載内容について議論
・オンラインセミナーの実施内容について議論

9月21日 第３回スタッフミーティング（オンライン）
・オンラインセミナーの実施内容と日時を決定

9月30日 第４回スタッフミーティング（オンライン）
・募集パンフレット・募集要覧・募集要項を最終確認し承認

10月1日 2021年度東三河防災カレッジの募集資料を
特設WEBおよび役所・大学・民間企業に募集資料を郵送にて頒布

東三河防災カレッジ運営員会の活動記録
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２. 2021年度東三河防災カレッジの実施プログラム
短期履修コース：全５回のオンライン授業を受講者の都合に合わせて受講できる
長期履修コース：オンライン授業に加えて、大学院授業や特別研究を指導教員のもとで実施

短
期
履
修
コ
ー
ス

長
期
履
修
コ
ー
ス
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３. 短期履修コースの概要

オンラインセミナーごとの受講生募集ポスター

東三河防災カレッジ特設WEBサイトのトップページにおいてオンラインセミ
ナーのパンフレットを掲載し、募集を行った。また、オンラインセミナーの募
集はGoogle Formを使用したオンライン受付とし、各セミナーはオンライン会
議システムZoomを利用して実施した。
オンラインセミナーの実施期間は2021年11月から2022年2月までの4ヶ月で、

約２時間半の講義を合計５回実施し、延べ170人の方が受講された。受講者の
多くは会社員であり、参加目的としては職業上の必要性が最も多く、次いで防
災活動への貢献や災害対策への興味関心の順で会った。
講義の主な内容は地震や水害対策であり、研究機関・民間団体・役所に所属

される講師の方々にハザードマップを用いた災害への備えや災害時の避難方法、
また近年増加する電気自動車の災害時活用などについて詳しく説明して頂いた。

職業上必要な
ため (39人)

災害対策に興味が
あるから (13人)

地域防災活動に役
立てるため (20人)

その他 (3人)

受講者の参加目的内訳

会社員 (43人)
学生 (15人)

公務員 (12人)

その他 (5人)

受講者の職業内訳
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0

5

10

15

20

25

30

35

40

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 第５回目

参
加
者
数

[人
]

セミナーごとの受講者数

7



４. 短期履修コースのアンケート結果

科目名 難易度 わかりやすさ 役立ち度 満足度 受講者の声（抜粋）

第１回目
災害時の避難と

防災教育
4.8 4.5 4.3 4.6

• 「避難せざるを得ない、備蓄せざるを得ない社会的な働きかけ」が、
企業防災やＢＣＰの実効性を高めるうえでもそのまま使える感じ方
という気づきがあり、大変参考になりました。

• 専門家による最新の防災への考え方を知る事ができた事はとても有
意義でした。

第２回目
雨から繋がる
身近な災害

4.4 4.3 4.0 4.3
• 曖昧な知識であった天気や河川災害の事を知れて楽しく講義を聞か
せていただきました。

• 身近な題材であり、普段ＴＶや新聞で見聞きする言葉を丁寧に説明
頂き、良く理解出来た。

第３回目
電動車の災害時
活用を考える

4.4 4.1 3.8 4.0

• 他県や他の自治体での活動について知ることが出来勉強になりまし
た。

• 私も100VのコンセントをつけたHV車を持っていますので、災害時
の活用方法などを聞くことができて参考になりました。また、鳥取
県の活動など他県ではありますが行政が災害時の備えとして電動車
の活用を模索している事を知らなかったため大変勉強になりました。

第４回目
災害復興と
まちづくり

4.2 4.3 3.9 3.9
• 過去からの経験則、特には防潮堤の考え方や市民感情など、お聴き
することが出来非常に良かった。

• 大槌町復興の真の敗因が判って非常に興味深かったです。「市民の
声」って本当に難しいですね。

第５回目
東三河のハザード
マップを知る

4.6 4.4 4.2 4.2
• 豊橋市の防災の取り組みで知らない事もいくつかありましたので、
さっそく確認し、もしもの時の備えにしたいと思います。

• 東三河行政の取り組みが聴けてとても参考になりました！

平均 4.5 4.3 4.1 4.2
※ 評点は5段階で、「5」が最高

短期履修コースでは講義毎に受講者アンケートを実施し、受講者170人中、86人の方から回答を得た。
各回ごとの難易度/説明のわかりやすさ/役立ち度/満足度は次の通り。
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５. 短期履修コースのオンライン実施に関するアンケート結果
短期履修コースのオンライン講義に関して、実施日（平日午後）、開催時間長さ（2.5時間～3時間）、オンライン開催の是非についてアン

ケートを行った。回答結果は下記の通り。アンケートのコメント欄には「現在のコロナ渦では対面での講義に参加を申請するだけでもハード
ルが高いため、オンラインによるセミナーを開催していただける事はとても助かっています。」という声があった。

質問項目 評点

開催日 2.9

開催時間長さ 2.8

オンライン開催 2.9

平均 2.9

※ 評点は3段階で、
「3」が最高

第５回目のオンラインセミナー風景
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６. 長期履修コースの研究成果

森松工業株式会社古村太郎氏
指導教員：建築・都市システム学系 杉木直准教授

浄水場・配水池・水道管といった水道施設は、震災・水災双方に対
して脆弱性を有している。また、水道事業体が保有する給水車も万
全ではなく、南海トラフ巨大地震発生時には被災者５万人に対し１
台程度しかないことが想定され、避難所の水は避難所単体で確保し
なければならない可能性がある。公立学校には平時の「文教施設」
としての役割と、発災時の「避難施設」としての役割があり、各々
の役割に応じて飲用水・生活用水が準備されているが、この容量を
包括的に定める法律等は整備されていないのが現状である。そこで
本研究では、豊橋市内の公立学校を対象として、南海トラフ巨大地
震が発生した際の避難者数に対する水の備えが十分かどうかを分析
する。また、不足分を有効に手当てしつつ、防災教育やリスクコ
ミュニケーションといった副次的効果を狙える解決策として、地上
式耐震性貯水槽（左図）を提案し、その社会実装に向けた要件等に
ついて整理を行った。 地上式耐震性貯水槽

南海トラフ巨大地震発生時における安心・安全な水確保と平時の防災教育の両立
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